
広
報
あ
ら
お
の
歩
み

1950（昭和 25 年）
５月 15 日号（1号）

　「
荒
尾
市
報
」
と
い
う
名
称
で
第
1
号
が

創
刊
。
Ｂ
5
版
サ
イ
ズ
ほ
ど
の
裏
表
4
ペ
ー

ジ
で
月
2
回
発
行
。「
荒
尾
市
報
は
市
当
局

と
皆
さ
ん
と
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
連
絡
機
関
」

と
の
記
載
も
あ
り
、
市
政
の
情
報
源
と
し

て
の
存
在
の
重
要
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

1953（昭和 28 年）
6月 18 日号（69 号）

　「
広
報
あ
ら
お
」
へ
名
称
変
更
し
て
か
ら

現
存
す
る
最
古
の
号
。
こ
れ
以
前
の
号
が

欠
落
し
て
い
る
た
め
、
名
称
変
更
の
時
期

は
不
明
。
裏
表
2
ペ
ー
ジ
の
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
で
、
回
覧
印
を
押
す
マ
ス
目
が
あ
る
た

め
、
全
戸
配
布
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

1963（昭和 38 年）
9月 1日号（223 号）

　
昭
和
33
年
か
ら
昭
和
35
年
に
か
け
て
月

2
回
の
発
行
か
ら
月
1
回
の
発
行
へ
と
変

更
し
て
い
ま
す
。（
正
確
な
時
期
は
不
明
）

そ
し
て
こ
の
号
か
ら
月
3
回
の
発
行
に
な

り
、
昭
和
47
年
7
月
ま
で
続
い
た
後
月
2

回
へ
と
戻
り
ま
し
た
。
一
カ
月
の
発
行
回

数
と
し
て
は
こ
の
時
期
が
最
大
で
し
た
。

　

Ｂ
4
判
サ
イ
ズ
か
ら
Ａ
4
判
サ
イ
ズ
へ

変
更
と
な
っ
た
最
初
の
号
。
こ
の
頃
、
行

政
文
書
も
世
界
基
準
に
合
わ
せ
る
動
き
で

Ａ
4
判
へ
と
変
更
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

月
2
回
の
発
行
か
ら
月
1
回
の
発
行
へ

と
変
更
。
現
在
に
至
る
。

　

現
在
も
続
く
人
気
コ
ー
ナ
ー
、
小
学
生

の
題
字
募
集
の
企
画
が
ス
タ
ー
ト
。
応
募

総
数
は
72
点
で
し
た
。

　

表
紙
・
裏
表
紙
を
初
の
カ
ラ
ー
化
。
実

際
は
昭
和
62
年
1
月
1
日
・
15
日
号
が
カ

ラ
ー
な
の
で
す
が
、
編
集
後
記
に
は
「
印

刷
所
の
ご
厚
意
に
よ
り
」
と
の
記
載
が
あ

り
、
非
公
式
な
も
の
の
よ
う
で
す
。
以
後
、

一
部
の
年
を
除
き
毎
年
1
月
1
日
・
15
日

号
の
み
カ
ラ
ー
と
な
り
、
平
成
22
年
4
月

15
日
号
か
ら
は
表
紙
・
裏
表
紙
が
毎
月
カ

ラ
ー
で
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

1987（昭和 62 年）
4月 15 日号（877 号）

1990（平成 2年）
4月 1日号（945 号）

2014（平成 24 年）
4月号（1435 号）

1992（平成 4年）
1月 1日・15 日合併号（986 号）

67years Trajectory
Chapter1
広報あらお 67 年の歴史を見つめる
～ Legacy of Public Relations ～

広報あらお 67 年間

の軌跡
～ Public Relations 67years Trajectory ～

広報あらお 1500 号到達記念特集

広報あらおは平成 29 年 9 月号で 1500 号を迎えました。第 1 号である昭和 25 年 5 月 15
日号からの 67 年間の歴史の中で、さまざまなものを伝え、社会の変化とともに自らも変
化してきた広報あらお。67 年の軌跡の中で、どんな情報が伝えられてきたのでしょうか。

　表紙には、「待ち
に待った東京オリ
ンピック開幕！」と
あります。この号
の発行日と同じ 10
月 10 日に開幕した
東京オリンピック
に市民総出で祝福
ムードであったこ
とがうかがえます。
当オリンピックで、
日本選手団は金メ
ダル 16 個、銀メダ
ル５個、銅メダル 8
個の合計 29 個のメ
ダルを獲得し、ア
メリカ合衆国、ソ
ビエト連邦に続き
世界第 3 位でした。

1964（昭和 39 年）
10 月 10 日号（269 号）

1968（昭和 43 年）
7月 10 日号（394 号）

1970（昭和 45 年）
8月 1日号（468 号）

　昭和 47 年 7 月 23 日にオープンした市民
プールを特集した号です。5 つのプールに夜
間照なども完備されていたため、記事の中で
も「豪華版」との記載があります。夏休みを
市民プールで楽しく過ごした記憶がある人も
多いのではないでしょうか。同年の 9 月 15
日号には、「第 1 回水上カーニバル」開催の記
事。市民プール内で行われていた夏祭りのよ
うで、水中ゴルフ大会や男女の水着コンテス
トなどが行われていました。プールを会場に
するなど、斬新なこのイベント。現代に復活
しても面白いかもしれません。

1972（昭和 47 年）
9月 15 日号（541 号）

　昭和 48 年 9 月からの
八幡住宅団地の開発が
特集されています。昭
和 40 年 か ら 開 発 が 始
まった桜山住宅団地に
続くものです。以前は
田畑や山林だった場所
が住宅街に変貌し、一
つの新しいまちが形づ
くられました。

1975（昭和 50 年）
9月 1日号（609 号）

　昭和 48 年にスタート
した市民マラソン大会
が、この号で初の表紙
を飾りました。当時の
参加者は 1,100 人ほど。
現在も多くの市民に愛
されているイベントで、
ことし 1 月の大会では
1,600 人ほどが荒尾路
を駆け抜けました。

1975（昭和 50 年）
3月 1日号（597 号）

1972（昭和 47 年）
7月 10 日号（536 号）

　資源ごみのリサイクル事業
が有明校区をモデル地区とし
て始まることを特集していま
す。熊本県内では先進的な取
り組みで、多くの注目を集め
ました。その後、市内全域に
広がり、ごみの減量化に貢献
しています。

1983（昭和 58 年）
11 月 15 日号（799 号） 　こちらのページ

に掲載できなかっ
た記事については、
裏表紙に広報紙特
集の番外編として
掲 載 し て い ま す。
ぜひご覧ください。

　海水浴客で埋め尽
くされた写真を背景
に「海ひらく」の文
字。荒尾海水浴場の
海開きをお知らせし
ています。場所は南
荒尾駅近くの海岸で
した。当時は海水浴
が盛んであったよう
で、何度か表紙で登
場していますが、昭
和 40 年代後半～ 50
年代前半には荒尾海
水浴場は無くなりま
した。今では荒尾の
海のレジャーといえ
ばマジャク釣りなど
を連想する人が多い
かもしれませんね。
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